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中国の新エネルギｰ供給基地

一新彊ウィｰグル族自治区一

<中国地質鉱産報>1991.3.4より

新彊ウィｰグル族自治区は,中国の新しい重要たエネ

ルギｰ資源基地にたりつつある.地質調査･資源探査の

結果カ湖らかにしているように,新彊ウィｰグル族自治

区の石油･天然ガス資源量はそれぞれ中国全体の1/4お

よび1/3を占め,石炭の資源量は1億7,900万tに達し

て同じ｡く1/3を占め,油頁岩は4億tに達して中国省.

自治区別第1位を占めている.

総面積が70万km2に達する塔里木,准鳴爾,吐魯番

一吟密の3大堆積盆地は,いずれも大量の母油層･貯留

層系を有し,それぞれ巨大な“石油･天然ガスのプｰル"

を形作り,塔里木盆地ではすでに依希克里見,村克亜,

雅克粒,輪南,呵克庫勒,英買利など多くの油田･ガス

田が発見されており,そのうちの塔里木盆地北部(略し

て塔北)の雅克粒･輸南地域では多くの層準から相次い

で高生産性可採噴油･噴ガスが得られ,また新構造,新

タイプ,新層準,新区域が次次に発見され,今や同地域

では一大型油田･ガス田区の輪郭が浮び上がってきてい

る.塔里木中部地域における有意義だ,重大た発見は,

面積8,200km2に達する塔北1号構造上の1探査試錐井

が高生産性の可採噴油･噴ガスをもたらし,専門家たち

は同地が中国最大の油田とたる可能性が大きいとみてい

る.准鳴爾盆地の西北縁の車排子一党技轟依一島爾来一

夏子街油田区の鉱量は相当たものであり,克粒焉依油田

の展望は引続き広がっており,准鳴爾盆地南部では狭山

子油田,斉古油田があり,准鳴爾盆地東部でも7油田｡

1天然ガス田が発見済みである.

吐魯番一拾密堆積盆地における石油･天然ガス探査は

新しい,重大た発見をもたらし,10石油｡天然ガス胚胎

構造体カミ発見され,そのうちの2帝の構造帯で幾つかの

探査試錐井が可採油層に逢着した.韻書地区では中国初

のジュラ系の大型油田が把握され,さらにその隣接丘陵

地区で掘進された探査試錐井群の1弁当り日産量は,試

験採油によると,原油121m3,天然ガス1.7万m3である.

専門家の予想によると,この都善地区に隣接する丘陵地

区で都善地区のジュラ系大型油田よりも大きい油田が発

見されようとしており,その油田は都善地区の大型油田

と油層胚胎構造を一にしている可能性があるとのことで

ある.

かくして今では,新彊ウィｰグル族自治区の上記3大

堆積盆地の石油｡天然ガス資源量はいずれも中国の堆積

盆地の中ではトップクラス,と言われるようになってき

た.

新彊ウィｰグル族自治区の石炭資源もきわめて豊富

で,ごく最近の地質鉱産部門の炭田調査の結果によると,

新彊ウィｰグル族自治区の石炭資源量は中国省･自治区

別第一位で,その中でも吐魯番一口合密堆積盆地と准囑爾

堆積盆地は石炭資源量がそれぞれ5,300億t,6,800億t

に達し,中国における石炭資源量5,OOO億t以上の3大

炭田区のうちの2炭田区とたっている.

新彊ウィｰクノレ族自治区の油頁岩資源は烏魯木斉一阜

廣一吉木沙面一帯に集中し,鉱量が4億tで,中国省･

自治区別第6位である.(岸本文男訳)
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金井豊

笠井篤(1988):居住環境中ラドン濃度と被曝線量に関する国

内外研究の現状.第25回理工学における同位元素研究発表

会要旨集,p.210'218.

北川宏(1991):ソ連の放射能泉と人工ラドソ泉.温泉科学,

vo1･31,P･94-95.

厚生省大臣官房国立公園部編(工954):日本鉱泉誌.青山書院,

東京,785p｡

北山稔･的場邦和(1966):循環系に及ぼす放射能泉の疫学的

研究.I[.岡山大学温泉研究所報告,vo1-49,p.1-6.

�楳�慳睡浩������慮測����������

tivestudyof棚Rn,40Ar,39Arand37Ar1eakagefrom

�捫��浩�牡汳����瑩潮���敲漱�昀

nanoporesingastransportthroughnatura1si1icates･

Geochim.Cosmochim.Acta,vo1･52,p･655-658･

黒沢龍平(1988):生活環境におけるラドン濃度とそのリスク.

�潴潰敎敷���������

�杵浩������������慮�楯��

數��瑩潮潦牡摯����潮条��������

ticユes.J.Geophys.Res.,voL79,p.3357-3360｡

御船政明(1981):放射能泉と三朝温泉､温泉科学,v01･31,p･

��㌮

御船政明(1984)1ギリシアの放射能泉について･温泉工学会誌,

vo1･19,P.1-6.

森永寛(1974):放射能泉の医学.温泉科学,vo1.25,p.45-

��

森永寛｡御船政明･古野勝志(1985):三朝温泉地の自然放射

能と住民の末梢血染色体異常に･ついて.岡山大学温泉研究

所報告,vo1.56,p.1■4･

森永寛(1989):放射能温泉医学の歴史と現状.IsOtopeNews,

�����㈴��

Ra血aandMoore,W.S.(1984):Mechanismoftransport

ofU-Thseriesradioisotopesfrom…olidsintoground

睡�����洮����洮���漱���㌹�

㌹�

���������剥�����瑩潮��特慰���

toradonre1easefromminera工grains,Geochim.

Cos皿｡chim.Acta,vo1.54,p.425-440.

下道国(1986)1ラドンによる肺線量.IsotopeNews･1986

������

下道国･飯田孝夫(1990):ラドン･トロンとその娘核種､日

本分析センタｰ広報,Nα18,p.12-29.

総理府内閣総理大臣官房広報室(1988):原子力に関する世論調

査､原子力委員会月報,vo1.33,p.9-34.

杉原健(1968):温泉のRa.含量とRn含量との関係につい

て,温泉科学,vo1･19,p･54-60･

Wi1kening,M.H.,C1e㎜ents,W.E.andStan1ey,D.(1972):

Radon222自uxmeasurementsinwide1yseparated

regions.TheNatura1Rad兵ationEnvironmentI[,p.

7工7-730.

山県登(1985):放射能と温泉.温泉科学,▽o1.35,p.78-81.

KANAIYutaka(1991):Environmenta1prob1e㎜andgeo-

捨�楳����潮�

<受付:1990年11月28日>

一一…中国の資源情報(2)…一…一一一一一一一一一…一…一一叩一一一一一一一

目中共同の准南炭田劉庄炭鉱の探査に成果挙がる

<中国地質鉱産報>1991.2.25から

中国の煤田地質局と日本の新エネルギｰ･産業技術総

合開発機構(NEDO)が共同し,高分解地震探査と試錐

探査を結合した方法を採用して准南炭田の劉庄炭鉱を精

査･探鉱し,それによって試錐探査作業量が類似炭鉱の

場合よりも125,000m節約され,探査･探鉱期問が7年

に短縮され,探鉱費が1,000万元ほど節約されただけで

なく,中国もしくは世界の炭田探査史における幾つかの

“初めて"が実現され,中国における炭田の探査技術と

その近代化カミ世界の歩みに乗り始めたといえる.

准南炭田の劉庄炭鉱の精査･探鉱は,中国の炭田地質

事業における初の外国との共同精査｡探鉱項目セあっ

た.この精査･探鉱事業はわずか5年の短い期問に90

㎞2の炭鉱の範囲内に試錐井123#,…,掘進延長93,952

mを完了L,地震探査測線の総延長は479㎞,物理的測定

点は19,629地点に達し,これらの結果は“精査地質報告"

にまとめられて提出され,工業鉱量11.5億tの石炭が把

握されたとのことである(訳者注:“工業鉱量"とは,カテゴ

リｰC1以上の鉱量の合計,1965年制定).

今回の目中共同探査は,喜ぶべき地質的成果と経済的

効果をもたらしただけでなく,中国で,或は世界的にも

炭田探鉱史上いくつかの“最初"を記録したのである.

すたわち,中扇での炭田探鉱史上初めてデジタル地震計

が使用されて,広範囲の探鉱に適用され,また地震探査

資料に対して中国で初めて特殊処理(三次元断面処理など)

が行われて,その効果は世界の先進諸国に比肩できる信

頼度を備え,さらに地震探査法を用いて賦存深度400m

から500mの主要可採炭層の位置,その炭層の炭丈の変

化傾向,落差20m以上の断層,主採炭区では落差15m

以上の断層,地震断面では落差8mの断層点を中国では

初めて明らかにすることができたが,こ加は此界の先進

諸国でも稀にしか見られたい精度とのことである.そし

て,地震探査深度(1,000m以浅)での定二量的解釈の精度

は誤差が中国では初の1%台にまで下がった.

(岸本文男訳)
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